
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

4

27

・
国
に
対
し
風
評
の
払
拭
と
各
国
・
地
域
に
よ
る
過
剰
な
規
制
の
撤
廃
に
つ
い
て
要
望

5

16
！「
復
興
へ
頑
張
ろ
う
！
み
や
ぎ
物
産
展
」の
開
催

28

・
楽
天
販
売
会
※
再
開　
※
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
時
に
球
場
で
開
催
す
る
販
売
会　

9

29

・「
宮
城
の
物
産
と
観
光
展
※
」を
再
開（
そ
ご
う
広
島
）　
※
県
外
主
要
都
市（
年
間
5
か
所
）で
毎
年
開
催
し
て
い
た
も
の　

10

15

・「
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
例
年
ど
お
り
開
催

11

14

・
七
十
七
銀
行
と
共
催
で「
み
や
ぎ
復
興
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」を
開
催

H24

2

1

・「
第
46
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト・ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
１
２
」に
出
展

3

末

・
東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」の
平
成
23
年
度
の
売
上
げ
が
６
億
８
５
０
５
万
円

（
対
前
年
比
１
６
４
％
）で
過
去
最
高
に

4

1
！「
食
品
中
の
放
射
性
物
資
の
新
た
な
基
準
」（
一
般
食
品
の
新
基
準
値
１
０
０
Bq
/
kg
）が
施
行

6

27

・「
台
湾
国
際
食
品
見
本
市
」出
展

8

16

・「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
２
」出
展

10

11
！「
県
産
品
風
評
対
策
強
化
事
業
」を
開
始

19

・
台
湾
で「
裕
毛
屋
宮
城
県
フ
ェ
ア
」を
開
催

H25

2

21

・「
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」及
び「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」に
出
展

23
！「
み
や
ぎ
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
と
し
て
、県
の
放
射
性
物
質
検
査
体
制
や
食
品
の
基
準
値
に
つ
い
て

解
説
し
た
新
聞
特
集
記
事
を
掲
載

9

28

・「
み
や
ぎ
水
産
加
工
品
展
示
会
in
名
古
屋
」を
開
催

10

22

・
農
林
水
産
省「
消
費
者
の
部
屋
」に
お
い
て
、水
土
里
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ
主
催
で「
復
興
米
の
新
米
試
食
会
」

を
開
催

H26

3

21

・「
み
や
ぎ
水
産
加
工
品
復
興
フ
ェ
ア
」を
開
催

4

！「
食
産
業『
再
生
期
』ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始

・
商
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
専
門
家
派
遣
事
業
の
開
始

！「
サ
カ
ナ
ッ
プ
み
や
ぎ
」運
用
開
始（
水
産
加
工
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
水
産
加
工
品
直
売
所
マ
ッ
プ
）

11

19
！「
み
や
ぎ
水
産
の
日
」を
制
定（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

H27

1

9

・
東
京
大
手
町
に「
宮
城
牡
蠣
の
家や

」を
限
定
オ
ー
プ
ン

2

4

・
関
西
圏
の
メ
デ
ィ
ア
向
け
に「
食
材
王
国
み
や
ぎ
メ
デ
ィ
ア
招
へい
ツ
ア
ー
」を
実
施

3

2

・「
食
材
王
国
み
や
ぎ
農
林
水
産
加
工
品
試
食
商
談
会
」の
開
催

4

・「
食
産
業
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始

5

・「
宮
城
県
内
産
地
魚
市
場
間
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
地
域
活
性
化
事
業
」が
平
成
27
年
度

「
新
し
い
東
北
」先
導
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
選
定
さ
れ
る

11

・「
バ
イ
ヤ
ー
ズ・ガ
イ
ド
宮
城
県
特
別
号
」発
行（
掲
載
事
業
者
数
92
件
、掲
載
商
品
数
１
８
３
件
）

H28

2

10

・「
第
50
回
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト・ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
１
６
」（
～
12
日
）で
の
商
談
成
約
件
数
が
２
９
２
件

と
大
幅
増

7

17

・「
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

H29

3

21

・
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
御
披
露
目
・
出
発
式

11

16

・
タ
イ
で
の
輸
出
基
幹
品
目
販
路
開
拓
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
～
11
月
19
日
）

19

・
香
港
で
の
輸
出
基
幹
品
目
販
路
開
拓
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
～
11
月
20
日
）

・
米
国
で
の
ホ
ヤ
海
外
販
路
開
拓
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

H30

12

31

・
食
品
製
造
品
出
荷
額
が
約
６
２
０
０
億
円
と
な
り
震
災
前
を
超
え
る
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245 259 255
289 296 309305 302

44

■ その他の食用加工品製造業

■ 冷凍水産食品製造業

■ 水産ねり製品製造業

■ 冷凍水産物製造業

2 1

震
災
に
よ
り
県
内
の
食
品
製
造
業
は
、
施

設
の
流
失
や
損
壊
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
県
は
販
路
回
復
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
再

開
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
平
成
23
年
５
月

か
ら
行
政
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
物
産

展
を
開
催
し
、
９
月
か
ら
は
各
地
の
百
貨
店

の
協
力
を
得
て「
宮
城
の
物
産
と
観
光
展
」を

開
催
。
10
月
に
は「
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
例
年
ど
お
り
開
催
し
た
。
全

国
か
ら
支
援
の
申
出
も
あ
り
、
各
地
で
商
談

会
や
物
産
展
を
開
催
し
た
が
、
震
災
に
よ
り

一
度
失
わ
れ
た
販
路
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、

商
品
の
競
争
力
や
事
業
者
の
商
談
力
の
強
化

等
、
総
合
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
、
県
は
平
成
26
年
度
か
ら「
食
産
業﹃
再

生
期
﹄ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
、
様
々
な
事
業
展
開
を
行
っ
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

県
産
農
林
水
産
物
及
び
加
工
品
の
輸
出
は
、

震
災
発
生
後
か
ら
ほ
ぼ
全
面
的
に
ス
ト
ッ
プ

し
た
。
県
は
宮
城
県
食
品
輸
出
促
進
協
議
会

と
連
携
し
、
海
外
見
本
市
へ
の
出
展
、
商
談

会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
し
て
、
輸
出

に
取
り
組
む
県
内
事
業
者
を
支
援
し
た
。

震
災
前
、
北
海
道
に
次
い
で
全
国
２
位
の

生
産
量
を
誇
る
有
力
な
地
場
産
業
で
あ
っ
た

水
産
加
工
業
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
部
を
中
心

に
ほ
ぼ
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
県
は
平

成
24
年
度
か
ら
、
各
種
展
示
会
及
び
各
種
商

談
会
の
開
催
、
水
産
加
工
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
サ
カ
ナ
ッ
プ
み
や
ぎ
」
の
運
用
開
始
、「
み

や
ぎ
水
産
の
日
」
の
制
定
等
、
様
々
な
販
路

回
復
事
業
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業

や
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、

殻
付
き
カ
キ
や
産
地
魚
市
場
の
ブ
ラ
ン
ド
化

等
に
取
り
組
ん
だ
。

宮城県内の水産加工関連事業所数

復興へ頑張ろう！みやぎ物産展平成30年度　裕毛屋宮城県フェアの様子 復興へ頑張ろう！みやぎまるごとフェスティバル2011宮城県漁業協同組合キッチンカー出発式

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

出典：宮城の水産業（令和3年度版及び令和4年度版）（宮城県）

農
林
水
産
物
の
販
路
回
復
支
援

38
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全
国
か
ら
の
復
興
支
援

平
成
23
年
度
～
平
成
24
年
度

県
産
品
の
販
路
確
保
対
策

震
災
前
、
県
内
の
食
品
製
造
業
は
８
４
１
社
、
５
７
３
２ 

億
円
の
製
造
出
荷
額
を
有
し
て
い
た
。
震
災
に
よ
り
、

沿
岸
部
を
中
心
に
食
品
製
造
業
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

そ
の
被
害
額
は
１
０
０
０
億
円
と
推
計
さ
れ
た
。
３
月

下
旬
に
な
る
と
、
比
較
的
被
害
の
少
な
か
っ
た
内
陸
部

の
事
業
者
は
生
産
を
開
始
し
た
も
の
の
、
主
要
道
路
の

破
損
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
等
に
よ
り
流
通
機
能
が
大
幅
に

低
下
し
、
販
売
機
会
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
た
。

県
の
販
路
確
保
対
策
の
第
一
歩
は
、
全
国
か
ら
県
災

害
対
策
本
部
へ
支
援
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
に

対
し
、
県
産
品
の
販
売
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
５
月
16
日
か
ら
行
政
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、「
復
興
へ
頑
張
ろ
う
！
み
や
ぎ
物
産

展
」を
５
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
25
団
体
に
販
売
機
会

を
提
供
し
た
。
ま
た
、
９
月
か
ら
は
各
地
の
百
貨
店
の

協
力
を
得
て「
宮
城
の
物
産
と
観
光
展
」を
開
催
す
る
等
、

様
々
な
販
路
確
保
支
援
を
行
っ
た
。

東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ

ザ
」で
は
、
物
流
機
能
低
下
に
よ
り
、
店
舗
の
在
庫
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
状
況
と
な
っ
た
が
、
徐
々
に
物
流
が

回
復
す
る
と
と
も
に
、
復
興
支
援
を
目
的
と
し
た
商
品

購
入
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
23
年
度
の
売
上
げ

は
６
億
８
５
０
５
万
円（
対
前
年
比
１
６
４
％
）と
な
り
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

風
評
被
害
に
よ
り
輸
出
が
激
減

平
成
23
年
度
～
平
成
25
年
度

海
外
へ
の
販
路
回
復
支
援

震
災
に
よ
る
生
産
能
力
の
低
下
や
原
発
事
故
に
伴
う

風
評
に
よ
り
、
県
産
の
農
林
水
産
物
及
び
加
工
品
の
輸

出
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
中
で
も
原
発

事
故
の
影
響
は
大
き
く
、
各
国
は
日
本
産
食
品
の
輸
入

に
関
し
て
規
制
を
行
い
、
特
に
福
島
第
一
原
発
か
ら
距

離
が
近
い
地
域
の
食
品
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳
し
い
規

制
が
行
わ
れ
た
。
県
は
、
農
林
水
産
物
の
海
外
販
路
の

拡
大
や
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、
宮
城
県
食
品
輸

出
促
進
協
議
会
と
連
携
を
図
り
、
海
外
見
本
市
へ
の
出

展
、
商
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
し
て
、
輸
出

に
取
り
組
む
県
内
事
業
者
を
支
援
し
た
。

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
香
港
の
ス
ー
パ
ー
の
日
本
支
社
に
お
邪
魔
し
て
、

『
震
災
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
今
後
と
も
お
願
い

し
た
い
』
と
い
う
話
を
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き

は
『
原
発
の
状
況
も
あ
る
の
で
、
宮
城
県
の
も
の
を

香
港
に
持
っ
て
い
っ
て
も
売
れ
ま
せ
ん
』
と
は
っ
き

り
言
わ
れ
ま
し
た
。
も
う
立
つ
瀬
が
な
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
の
後
、
香
港
に
出
張
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、

仙
台
牛
を
扱
っ
て
く
れ
て
い
た
焼
肉
屋
さ
ん
に
行
っ

た
ん
で
す
が
、
九
州
の
牛
肉
に
置
き
換
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
原
発
事
故
の
影
響
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
ま

し
た
」

「
裕
毛
屋
と
い
う
台
湾
の
高
級
ス
ー
パ
ー
が
、
震
災

前
か
ら
宮
城
県
フ
ェ
ア
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
震
災

発
生
後
も
『
い
い
よ
、
や
る
よ
』
と
言
っ
て
く
れ
て
、

平
成
24
年
10
月
に
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
『
宮
城
県
は
本
当

に
大
変
だ
っ
た
ね
、
応
援
し
て
る
よ
』
と
い
う
声

を
頂
い
て
、
非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ェ

ア
の
業
務
で
お
店
に
行
っ
た
と
き
は
、
店
員
全
員
が

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
発
災
か
ら
２
週
間
目
く
ら
い
に
上
司
か
ら
、
他
県

か
ら
の
応
援
職
員
に
県
産
品
の
販
売
支
援
を
お
願
い

し
て
は
ど
う
か
と
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
私
個
人
と

し
て
は
、
被
災
地
支
援
で
き
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
に
、
帰
り
際
に
『
県
産
品
の
販
売
を
お
願
い
し
ま

す
』
と
言
う
の
は
、
す
ご
く
葛
藤
が
あ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
少
し
で
も
販
路
確
保
を
と
い
う
思
い
で
、
名

刺
を
束
で
持
っ
て
、
応
援
職
員
の
方
々
に
『
す
み
ま

せ
ん
。
食
産
業
振
興
課
の
〇
〇
で
ご
ざ
い
ま
す
』
と

声
を
か
け
ま
し
た
。『
今
こ
う
い
う
状
況
で
、
沿
岸

部
は
壊
滅
的
で
す
け
ど
、
内
陸
部
の
企
業
さ
ん
で
、

製
品
を
出
荷
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
も
し
御

購
入
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
御
連
絡
く
だ
さ

い
』
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
始
め
た
の
が
、
最
初
の

販
路
確
保
の
業
務
で
し
た
」

「
宮
城
県
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
百
貨

店
の
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
担
当
の
方

が
他
の
店
舗
に
異
動
し
て
も
『
販
売
会
や
り
ま
せ
ん

か
？
』
と
お
声
が
け
い
た
だ
く
な
ど
、
百
貨
店
の

方
々
と
の
人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
徐
々
に
販
路

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

「
少
し
で
も
宮
城
県
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
全
国
の

方
々
の
思
い
が
集
ま
っ
て
、『
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ

ザ
』
の
売
上
げ
が
対
前
年
比
１
６
４
％
に
も
な
り
ま

し
た
。
物
産
振
興
協
会
の
方
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
か
ら
、『
こ
う
い
う
商
品
を
買
い
た
い
の
で
、
送

っ
て
く
れ
』
と
発
注
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
一
つ
一

つ
の
積
み
重
ね
が
、
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て

我
々
を
出
迎
え
て
く
れ
て
『
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
、

が
ん
ば
れ
』
と
コ
ー
ル
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、
台
湾

と
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
は
非
常
に
思
い
出
深
い
で

す
」

「
裕
毛
屋
の
宮
城
県
フ
ェ
ア
で
は
、
宮
城
県
ら
し
さ

を
演
出
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仙
台

市
の
七
夕
祭
り
が
終
わ
っ
た
夜
に
、
事
前
に
商
店
街

に
お
願
い
し
て
い
た
七
夕
飾
り
を
譲
り
受
け
、
船
便

で
台
湾
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
」

「
国
も
風
評
被
害
に
つ
い
て
は
問
題
視
し
て
い
て
、

海
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
被
災
３
県
が
呼
ば
れ
て
、
Ｐ

Ｒ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
際
に
行
っ
て
み
る

と
、
全
然
気
に
し
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
ね
。『
お
い
し
い
、
お
い
し
い
』っ
て
食
べ
て
く

だ
さ
る
方
が
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
、『
買
っ
て
く

だ
さ
い
』
と
か
『
助
け
て
く
だ
さ
い
』で
は
な
く
て
、

『
宮
城
県
の
も
の
は
お
い
し
い
で
す
よ
』
と
、
海
外

で
も
訴
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
実
感
し
ま

し
た
」

一
度
奪
わ
れ
た
棚
は 

簡
単
に
は
戻
ら
な
い

平
成
25
年
度
～
平
成
27
年
度

商
品
開
発
、
販
路
回
復
へ
の
支
援

県
は
グ
ル
ー
プ
補
助
金
等
を
活
用
し（
詳
細
は
テ
ー

マ「
中
小
企
業
支
援
」参
照
）、
被
災
し
た
食
産
業
事
業

者
の
施
設
や
設
備
の
復
旧
を
支
援
し
て
き
た
が
、
震
災

に
よ
り
一
度
失
わ
れ
た
販
路
を
回
復
し
拡
大
す
る
た
め

に
は
、
商
品
開
発
等
に
よ
る
競
争
力
強
化
や
、
商
談
の

際
の
交
渉
力
の
強
化
等
総
合
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
県
は
平
成
26
年
度
か
ら「
食
産
業『
再
生
期
』

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
、
商
品

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
専
門
家
派
遣
事
業
、
復
興
促
進「
商

品
づ
く
り
・
販
路
開
拓
」支
援
事
業
、
商
談
会
マ
ッ
チ
ン

い
ま
す
」

「
風
評
」と「
風
化
」を
振
り
払
う

平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度

「
み
や
ぎ
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
立
ち
上
げ

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、
県
は
国

か
ら
示
さ
れ
た
方
法
に
基
づ
き
、
県
産
の
農
林
水
産
物

の
放
射
性
物
質
検
査
を
適
切
に
実
施
し
、
流
通
品
の
安

全
性
を
確
保
し
て
き
た
が
、
宮
城
県
産
の
農
林
水
産
物

に
対
す
る
風
評
は
国
内
外
に
広
が
っ
た
。
風
評
の
払
拭

と
消
費
者
の
信
頼
回
復
を
図
る
た
め
に
は
、
検
査
結
果

や
産
地
で
の
取
組
に
つ
い
て
正
確
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
24
年
10
月
か
ら「
県

産
品
風
評
対
策
強
化
事
業
」を
開
始
し
た
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、
平
成
24
年
度
に「
復
興
へ
の

追
い
風
を
起
こ
そ
う
！
」を
合
い
言
葉
に
、
復
興
に
向
け

グ
強
化
事
業
等
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
国
内
最
大
規
模
の
食
品
展
示
商
談
会「
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」に
は
平
成
23
年

度
か
ら
出
展
し
て
い
た
が
、
平
成
27
年
か
ら
は
出
展
者

に
対
す
る「
商
談
力
向
上
研
修
」
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
当
日
成
約
件
数
は
、
平
成
24
年
度
の
13
件
か
ら
、

平
成
27
年
度
は
２
９
２
件
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
平
成
25
年
に
当
課
と
関
わ
り
の
あ
る
業
者
さ
ん

７
４
９
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
見
え
て
き
た
の
は
、
沿
岸
部
の
中
小
企
業
の

場
合
、
近
く
の
ホ
テ
ル
と
セ
ッ
ト
で
経
営
が
成
り
立

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ホ

テ
ル
が
な
く
な
っ
た
か
ら
直
売
所
で
売
っ
て
い
る
方

も
ず
い
ぶ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
」

「
か
ま
ぼ
こ
や
ね
り
製
品
の
工
場
が
被
災
し
て
一
定

期
間
稼
働
し
な
か
っ
た
の
で
、
首
都
圏
の
デ
パ
ー
ト

の
食
品
売
場
の
棚
が
、
西
日
本
系
の
も
の
に
全
部
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
我
々
と
し
て
は
、
そ
こ

を
奪
い
返
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

店
か
ら
『
棚
を
埋
め
る
た
め
に
こ
ち
ら
か
ら
頼
ん
で

宮
城
の
代
わ
り
を
置
い
て
も
ら
っ
た
。
半
年
や
１
年

で
宮
城
の
も
の
に
戻
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
』
と

言
わ
れ
た
と
き
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
で
す
」

「
ス
ー
パ
ー
も
百
貨
店
も
営
業
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
他
県
の
も
の
で
代
替
さ
れ
る
中
で
、
売
り
先

を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
商
品
の

特
性
を
生
か
す
と
か
、
競
合
し
な
い
新
商
品
の
開
発

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
売
り
込
む

た
め
の
企
画
力
や
提
案
力
も
な
い
と
販
路
を
取
り
戻

せ
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、
専
門
の
人
材
を
事
業
者

へ
派
遣
し
、
一
緒
に
な
っ
て
商
品
開
発
を
進
め
て
い

く
支
援
事
業
を
始
め
ま
し
た
」

「
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
宮
城
県
の

人
は
商
談
の
と
き
に
消
極
的
だ
と
。
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん

て
努
力
を
続
け
る
生
産
者
の
方
々
を
紹
介
し
応
援
す
る

「
み
や
ぎ
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
後
、

平
成
25
年
度
は「『
風
に
負
け
な
い
』宮
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」、
平
成
26
年
度
は「
み
や
ぎ
県
産
品
魅
力
発
信
事

業
」、
平
成
27
年
度
は「
食
材
王
国
み
や
ぎ
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」を
実
施
し
た
。

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
宮
城
県
産
の
農
林
水
産
物
は
し
っ
か
り
検
査
し
て
、

安
全
な
も
の
し
か
流
通
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

消
費
者
や
流
通
関
係
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
情
報

提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
基
準
値
を
超
え

た
も
の
は
超
え
た
も
の
で
、
出
荷
制
限
を
か
け
て
い

る
こ
と
を
公
表
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

当
時
は
新
聞
に
毎
回
載
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
セ

シ
ウ
ム
と
か
Bq
⁄
㎏
な
ど
と
い
う
専
門
用
語
は
難
し

い
の
で
、
分
か
り
や
す
く
表
現
し
た
チ
ラ
シ
を
作
り

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
は
、
英
語
版
と
中
国
語
版
も
作
っ

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
載
せ
て
、
海
外
に
も
発
信
し
ま

し
た
」

「
宮
城
県
の
食
品
が
『
安
全
だ
よ
、
安
全
だ
よ
』
と

言
う
と
、
か
え
っ
て
不
安
に
な
る
部
分
も
あ
る
と
思

う
の
で
、『
お
い
し
い
ん
だ
よ
』
と
い
う
こ
と
を
ど

う
情
報
発
信
し
て
い
く
か
、
課
全
体
で
話
し
合
い
、

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
」

「
風
評
を
払
拭
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
は
『
風

化
』
も
言
わ
れ
始
め
て
い
た
の
で
『
み
や
ぎ
風
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。『
宮
城
県
の
生

産
者
は
現
在
こ
う
い
う
ふ
う
に
復
興
に
取
り
組
ん
で
、

お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
よ
』
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
る
た
め
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
し
た

り
、
新
聞
に
全
面
広
告
を
出
し
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
っ
て
、
銀
行
に
置
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。
悲
壮
感
か
ら
脱
却
し
、
前
向
き
な
方
に
軸
足

を
移
し
て
い
く
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

は
全
国
を
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
西
の
方
は
グ
イ
グ

イ
く
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
人
材
育
成
の
部
分
も
含
め
、

商
談
会
に
出
席
す
る
に
当
た
っ
て
事
前
に
研
修
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
」

様
々
な
商
談
会
の
開
催

平
成
27
年
度
～
平
成
28
年
度

首
都
圏
へ
の
販
路
拡
大
支
援

平
成
27
年
度
か
ら
、
県
は
首
都
圏
に
お
け
る
販
路
開

拓
を
支
援
す
る「
食
産
業
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
開
始
し
た
。
県
内
食
品
製
造
業
者
の
取
扱
商
品

カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
首
都
圏
仕
入
業
者
へ
無
料
配
布
。

あ
わ
せ
て
、
取
扱
商
品
カ
タ
ロ
グ
に
基
づ
き
、
首
都
圏

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
希
望
に
よ
る
食
品
製
造
業
者
と
の
個

別
商
談
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、バ
イ
ヤ
ー
等
が
売
場
づ

く
り
や
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
食
シ
ー
ン
や

メ
ニ
ュ
ー
を
、シ
ェ
フ
が
考
案
し
た
料
理
の
試
食
と
い
う

形
で
提
案
す
る
、
交
流
型
の
試
食
商
談
会
を
開
催
し
た
。

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
広
く
宮
城
の
も
の
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
食
材
を

カ
タ
ロ
グ
に
し
て
商
品
を
い
ろ
い
ろ
載
せ
て
、
そ
れ

を
首
都
圏
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
小
売
店
に
配
布
を
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

商
談
を
希
望
す
る
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
に
は
、
県
が
費
用

みやぎまるごとフェスティバル2013　県庁前駐車場の様子（市町村ブース）

食
品
製
造
業
の
販
路
回
復
支
援

「食材王国みやぎ」魅力発信事業

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生
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を
負
担
し
て
宮
城
に
き
て
い
た
だ
い
て
、
県
内
の
事

業
者
と
商
談
会
を
す
る
と
い
う
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
」

「
商
談
会
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
に
食
品
サ
ン
プ
ル
を
試

食
を
し
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
そ
の
食
材
の
魅
力

が
引
き
立
つ
よ
う
な
料
理
の
提
案
や
、
そ
の
料
理
を

実
際
に
食
べ
て
み
て
い
た
だ
く
こ
と
ま
で
は
商
談
会

場
で
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
27
年
度

か
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
借
り
上
げ
て
、
シ
ェ
フ
に
宮

城
県
の
食
材
を
使
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
い
う
ふ
う

に
料
理
を
作
る
と
お
い
し
い
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を

提
案
す
る
、
試
食
商
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
」

震
災
前
の
出
荷
額
を
超
え
た

平
成
28
年
度
～
現
在

継
続
的
な
商
品
開
発
・
販
路
回
復
支
援

震
災
発
生
後
５
年
を
経
る
と
、
風
評
被
害
は
徐
々
に

払
拭
さ
れ
る
一
方
で
風
化
が
進
み
、
全
国
か
ら
の
復
興

支
援
に
よ
る
購
買
は
下
火
と
な
っ
た
。
県
内
の
食
品
製

造
事
業
者
に
と
っ
て
、
商
品
の
真
の
実
力
を
試
さ
れ
る

段
階
に
入
り
、
加
工
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
等
、
県

は
引
き
続
き
商
品
開
発
や
販
路
回
復
支
援
を
行
っ
た
。

食
産
業
振
興
課
職
員

「
今
ま
で
事
業
者
が
市
場
に
卸
し
て
い
た
商
品
は
、

一
次
加
工
品
で
付
加
価
値
が
小
さ
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
を
例
え
ば
ギ
フ
ト
に
す
る
と
か
、
加
工
し

て
付
加
価
値
を
つ
け
て
、
以
前
よ
り
利
益
を
あ
げ
な

い
と
い
け
な
い
状
況
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
事
業
者

の
多
く
は
借
金
を
し
て
お
り
、
国
の
補
助
が
あ
っ
た

に
せ
よ
、
借
金
は
返
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
相
当
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
走
り
っ
ぱ
な
し
で
す
ね
。
そ
こ
を
我
々
県
も
、

国
も
な
ん
と
か
支
援
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
流
れ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」

水
産
加
工
業
を
知
る
こ
と
が
第
一
歩

平
成
26
年
４
月

「
サ
カ
ナ
ッ
プ
み
や
ぎ
」の
運
用
開
始

震
災
後
、
国
や
県
か
ら
漁
業
者
へ
の
手
厚
い
支
援
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
た
が
、
水
産
加
工
業
者
へ
の
支
援

メ
ニ
ュ
ー
は
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
等
を
除
き
手
薄
な
状

況
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
産
加
工
業
者
と
県
と
の
つ
な

が
り
も
漁
業
者
に
比
べ
る
と
稀
薄
で
あ
っ
た
。
県
は
水

産
加
工
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
水
産
加
工
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
サ
カ
ナ
ッ
プ
み
や
ぎ
」

の
運
用
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
関
西
や
首
都
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、

多
く
の
商
談
が
成
立
し
た
。
ま
た
、「
サ
カ
ナ
ッ
プ
み
や

ぎ
」の
調
査
過
程
で
直
売
所
を
持
っ
て
い
る
水
産
加
工

業
者
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
を
網
羅
し
た「
直
売

所
マ
ッ
プ
」も
冊
子
と
併
せ
て
運
用
を
開
始
し
た
。

水
産
業
振
興
課
職
員

「
我
々
も
正
直
、
加
工
業
者
の
状
況
が
分
か
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。『
誰
が
ど
こ
で
何
を
作
っ
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
と
支
援
で
き
な
い
』
と
い
う
こ
と
で
始

め
た
の
が
、
水
産
加
工
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
サ
カ

ナ
ッ
プ
み
や
ぎ
』
で
す
。
そ
の
サ
イ
ト
を
作
る
と

き
に
参
考
に
し
た
の
が
『
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
』

と
い
う
サ
イ
ト
で
、
そ
の
運
営
会
社
の
社
長
が
仙
台

に
講
演
に
き
た
際
に
名
刺
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
て
い
た
ら
、

『
そ
の
サ
イ
ト
を
使
っ
て
商
談
会
や
ろ
う
よ
』
と
い

う
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
商
談
会
は
、
加

工
業
者
の
側
が
あ
の
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
し
た
い
と
希

望
す
る
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
回
の
企
画
は
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
閲
覧
し
た
バ
イ
ヤ
ー
が
商
談
し
た
い

加
工
業
者
を
指
名
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。
要
は
逆
指

名
型
の
商
談
会
で
す
」

「『
サ
カ
ナ
ッ
プ
み
や
ぎ
』
を
宣
伝
す
る
た
め
に
ポ

「
食
品
製
造
品
出
荷
額
と
い
う
指
標
が
あ
り
ま
し
て
、

平
成
29
年
に
は
約
６
２
０
０
億
で
震
災
前
を
超
え
ま

し
た
。
そ
の
要
因
は
な
ん
と
い
っ
て
も
事
業
者
の
が

ん
ば
り
で
す
。
工
場
の
設
備
が
最
新
鋭
に
な
っ
て
お

販
路
回
復
は
や
む
を
得
ず
後
回
し

平
成
23
年
度

水
産
業
施
設
・
設
備
の
復
旧

震
災
前
、
宮
城
県
の
水
産
加
工
業
は
、
北
海
道
に
次

い
で
全
国
２
位
の
生
産
量
を
誇
る
有
力
な
地
場
産
業

で
あ
っ
た
が
、
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

さ
ら
に
、
福
島
の
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
が
こ
れ

に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
水
産
業
振
興
課
で
は
、
平
成

23
年
度
は
各
種
助
成
制
度
を
活
用
し
た
施
設
の
復
旧
が

最
優
先
で
あ
り
、
販
路
回
復
事
業
に
着
手
で
き
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
。

水
産
業
振
興
課
職
員

「
震
災
で
各
漁
港
の
施
設
や
魚
市
場
が
被
害
を
受
け

て
、
船
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
平
成
23

年
度
は
、
漁
協
や
加
工
組
合
さ
ん
の
施
設
や
設
備
の

復
旧
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
ま
だ
土
地
の
整
備
も
進

ん
で
い
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
販
路
回
復
は
後

回
し
と
い
う
か
、
全
然
手
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
23
年
度
の
末
ぐ
ら
い
か
ら
徐
々
に
工
場
が
復
旧

し
、
稼
働
し
始
め
ま
し
た
」

「
販
路
を
回
復
し
て
い
く
っ
て
い
う
気
持
ち
は
、
県

庁
の
中
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
地
方
の
事
務
所
は

本
当
に
余
裕
が
な
く
て
、
限
ら
れ
た
人
員
で
業
務
の

優
先
順
位
を
決
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
販
路
の

回
復
っ
て
い
う
の
は
後
か
ら
出
て
き
た
発
想
だ
っ
た

し
、
優
先
度
は
低
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

ス
タ
ー
も
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
が
今
で
も
大

人
気
で
す
。
県
で
獲
れ
る
魚
を
２
０
０
種
類
に
絞
っ

て
紹
介
し
て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
は
す
ご
く

出
ま
す
」

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
調
査
を
し
て
い
る
際
に
、
お
店

と
し
て
の
看
板
は
掲
げ
て
い
な
い
け
れ
ど
販
売
の
許

可
を
持
っ
て
い
る
加
工
業
者
が
結
構
い
た
ん
で
す
。

だ
っ
た
ら
ま
と
め
て
そ
れ
を
表
に
出
そ
う
、
と
い
う

こ
と
で
作
っ
た
の
が
『
直
売
所
マ
ッ
プ
』
で
す
。
冊

子
に
は
割
引
券
も
つ
け
た
の
で
、
マ
ッ
プ
を
持
っ
て

買
い
に
く
る
方
も
い
た
よ
う
で
す
」

県
内
の
需
要
の
掘
り
起
こ
し平

成
26
年
11
月

「
み
や
ぎ
水
産
の
日
」の
制
定

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
や
商
談
会
の
開
催
等
、
県
は

水
産
加
工
業
の
販
路
回
復
支
援
策
を
実
施
し
た
が
、
県

外
で
の
苦
戦
は
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
仙
台
市
を
中

心
に
県
内
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す
た
め
、
平
成
26
年
11
月
、

「
み
や
ぎ
水
産
の
日
」を
制
定
。
以
降
、
毎
月
第
３
水
曜

日
を「
み
や
ぎ
水
産
の
日
」と
し
、
県
民
に
宮
城
県
の
水

産
加
工
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
様
々
な
取
組
を
展

開
し
た
。

水
産
業
振
興
課
職
員

「
県
外
に
売
れ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
県
内
の
需
要
を

広
げ
よ
う
と
。
仙
台
は
大
都
市
な
の
で
、
こ
こ
で
な

ん
と
か
Ｐ
Ｒ
を
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
の
が
『
み
や

ぎ
水
産
の
日
』
で
す
。
水
産
加
工
業
の
振
興
な
の

で
、
最
初
に
や
っ
た
の
が
か
ま
ぼ
こ
で
す
ね
。
か
ま

ぼ
こ
は
原
材
料
が
ほ
と
ん
ど
輸
入
な
の
で
、
ど
こ
で

も
作
れ
る
ん
で
す
。
他
県
が
製
造
ラ
イ
ン
を
増
や
し

て
、
宮
城
県
産
品
が
入
り
込
め
な
く
な
っ
て
い
た
の

で
、
ち
ょ
う
ど
11
月
15
日
が
か
ま
ぼ
こ
の
日
っ
て
い

う
の
も
あ
っ
て
、
と
に
か
く
最
初
は
か
ま
ぼ
こ
で
い

こ
う
と
」

「『
み
や
ぎ
水
産
の
日
』
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

市
場
と
つ
な
げ
た
り
、
仙
台
駅
の
販
売
会
に
つ
な
げ

た
り
、
社
員
食
堂
の
業
界
で
１
位
の
会
社
に
Ｐ
Ｒ
し

た
り
、『
み
や
ぎ
水
産
の
日
』
を
き
っ
か
け
に
あ
ら
ゆ

る
販
売
促
進
を
展
開
し
ま
し
た
」

む
き
身
か
ら

殻
付
き
ブ
ラ
ン
ド
牡
蠣（
カ
キ
）へ

平
成
27
年
度
～
平
成
29
年
度

カ
キ
の
販
路
回
復
支
援

カ
キ
は
約
４
０
０
年
前
に
松
島
湾
で
養
殖
が
始
ま
り
、

古
く
か
ら
宮
城
県
の
特
産
品
で
あ
っ
た
が
、
震
災
で
養

殖
い
か
だ
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
震
災
翌
年
の
生

産
量
は
10
分
の
１
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
県
は
、カ
キ
の
生

産
量
が
回
復
し
て
き
た
平
成
27
年
度
か
ら
、
宮
城
県
漁

業
協
同
組
合
や
民
間
企
業
と
連
携
し
、
販
路
回
復
支
援

を
行
っ
た
。

水
産
業
振
興
課
職
員

「
そ
の
頃
、
東
京
で
カ
キ
小
屋
が
流
行
っ
て
い
た
の

で
、『
宮
城
の
カ
キ
で
カ
キ
小
屋
を
や
り
た
い
ね
』

と
い
う
話
を
漁
協
さ
ん
に
話
し
た
ら
『
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
』
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
さ
ん
が
、
漁
協
に
支
援
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
県
と
漁
協
と
キ
リ
ン
さ
ん
３
者
で
東
京

の
大
手
町
で『
宮
城
牡
蠣
の
家や

』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
」

「
宮
城
の
カ
キ
は
、
そ
れ
ま
で
む
き
身
一
辺
倒
だ
っ

た
ん
で
す
。
で
も
世
間
で
は
か
な
り
殻
付
き
カ
キ
が

は
や
っ
て
い
て
、
本
県
も
殻
付
き
を
売
っ
て
い
く
た

め
、
殻
付
き
カ
キ
の
洗
浄
機
を
県
内
数
か
所
に
導
入

し
ま
し
た
。
産
地
ご
と
に
特
色
を
出
し
て
い
こ
う
と

ブ
ラ
ン
ド
化
を
始
め
た
の
が
、
平
成
27
年
で
す
」

「
初
年
度
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ

て
、
次
年
度
は
県
独
自
で
予
算
が
つ
い
て
、
３
年
目

の
予
算
で
は
、
漁
協
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
し
ま

し
た
。
漁
協
は
カ
キ
以
外
に
も
ワ
カ
メ
や
ギ
ン
ザ
ケ

も
あ
る
の
で
、
県
の
水
産
物
を
加
熱
調
理
し
て
販
売

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
漁
協
を
一
つ
の
核
と
し

て
県
内
に
お
け
る
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
ろ
う
と

い
う
考
え
で
し
た
」

産
地
魚
市
場
に
光
を

平
成
27
年
度
～
平
成
28
年
度

民
間
と
の
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

復
興
庁
は
平
成
25
年
か
ら
、
被
災
地
を
単
に
震
災
前

の
状
態
に
復
旧
す
る
の
で
は
な
く
、
震
災
復
興
を
契
機

に「
新
し
い
東
北
」
を
創
造
す
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

「
新
し
い
東
北
」先
導
モ
デ
ル
事
業
の
募
集
を
開
始
し
た
。

県
は
販
路
開
拓
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
、
県
内
各
地
域

に
あ
る
産
地
魚
市
場
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
Ｐ
Ｒ
す
る「
宮
城
県
内
産
地
魚
市
場
間
連
携
に

よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
地
域
活
性
化
事
業
」を
民
間

企
業
と
連
携
し
て
考
案
。
平
成
27
年
度「
新
し
い
東
北
」

先
導
モ
デ
ル
事
業
に
応
募
し
た
結
果
、
本
事
業
が
採
択

さ
れ
た
。

水
産
業
振
興
課
職
員

「
民
間
企
業
２
社
と
『
宮
城
県
産
地
魚
市
場
ブ
ラ
ン

ド
構
築
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
』
を
立
ち
上
げ
て
、
復
興

り
、
品
質
も
向
上
し
て
い
ま
し
た
。
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
を
見
せ
る
た
め
に
首
都
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
を
工
場

に
連
れ
て
い
く
と
、
み
ん
な
驚
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
組
で
販
路
回
復
を
支
援
し
て
い
き
ま
し
た
」

「
水
揚
げ
が
な
く
な
っ
て
、
工
場
の
生
産
が
な
く
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ー
パ
ー
に
は
た
く
さ
ん

物
が
並
ん
で
い
て
、
小
売
店
、
消
費
者
は
困
っ
て
い

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
す
ご
い
危
機
感
を
感
じ
ま

し
た
。
宮
城
の
水
産
物
は
も
う
要
ら
な
い
の
か
な
っ

て
」ク

レ
ー
ム
を
展
示
会
の

き
っ
か
け
に

平
成
24
年
度

み
や
ぎ
水
産
加
工
品
展
示
会
㏌ 
名
古
屋
の
開
催

平
成
24
年
４
月
１
日
、
食
品
の
安
全
性
を
長
期
的
に
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
が
５
０
０

Bq
⁄
㎏
か
ら
１
０
０
Bq
⁄
㎏
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
中
、
関
西
方
面
の
魚
市
場
か
ら
県
に
対
し
安

全
性
の
問
合
せ
が
頻
繁
に
入
る
等
、
県
が
行
っ
て
き
た

農
林
水
産
物
の
出
荷
制
限
は
更
に
厳
し
い
対
応
が
求
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
こ
こ
か
ら
水
産
加
工

品
の
販
路
回
復
支
援
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

水
産
業
振
興
課
職
員

「
ち
ょ
う
ど
私
が
異
動
し
た
平
成
24
年
の
４
月
１
日

か
ら
基
準
値
が
変
わ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
は
と
に
か
く

出
荷
制
限
の
対
応
で
し
た
。
市
場
に
上
が
っ
た
魚
か

ら
高
い
値
が
出
る
と
、
そ
の
海
域
は
閉
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
も
う
物
理
的
に
も
生
産
で
き

な
く
な
っ
た
し
、
生
産
で
き
た
と
し
て
も
売
れ
な
い

状
況
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
し
た
」

「
一
般
の
方
か
ら
『
魚
を
買
っ
て
き
た
ら
宮
城
県
産

と
書
い
て
あ
る
け
ど
、
食
べ
て
大
丈
夫
か
し
ら
』
と

い
っ
た
問
合
せ
が
多
く
き
ま
し
た
。
特
に
関
西
方
面

か
ら
は
厳
し
い
御
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
西
日

本
の
販
路
を
失
っ
て
い
た
の
が
大
き
く
て
、
西
日
本

を
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
と
い
う
の
が
、
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

「
名
古
屋
の
中
央
卸
売
市
場
か
ら
、『
今
日
宮
城
県

の
サ
ケ
が
入
っ
て
き
た
け
ど
放
射
能
大
丈
夫
か
？
』

と
い
う
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
電
話
で
逆

に
宮
城
県
の
風
評
の
状
況
を
少
し
お
聞
き
で
き
て
、

『
今
度
詳
し
い
話
を
聞
き
に
行
っ
て
も
い
い
で
す

か
？
』
と
言
っ
て
名
古
屋
に
お
邪
魔
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
行
っ
た
途
端
に
怒
ら
れ
ま
し

た
。『
そ
の
日
入
荷
し
た
宮
城
県
産
の
タ
ラ
が
簡
易

検
査
で
３
０
０
Bq
⁄
㎏
出
た
と
い
う
噂
が
出
回
っ
て

い
て
、
結
局
売
れ
な
か
っ
た
』
と
。
実
際
は
宮
城
県

の
精
密
検
査
で
は
１
０
０
Bq
⁄
㎏
以
下
だ
っ
た
ん
で

す
が
⋮
⋮
」

「
そ
の
後
も
名
古
屋
の
魚
市
場
で
『
県
の
魚
、
特
に

水
産
加
工
品
が
売
れ
な
く
て
困
っ
て
い
て
、
な
ん
と

か
な
ら
な
い
で
す
か
』
と
粘
り
に
粘
っ
て
話
を
し
て
、

最
終
的
に
『
じ
ゃ
あ
協
力
す
る
』
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
名
古
屋
の
卸
売
業
者
３
社
の
展
示
会
に
宮
城
県

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来

毎
年
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

「
名
古
屋
で
は
民
間
会
社
の
社
員
食
堂
を
経
営
す
る

会
社
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
本
社
は
大
阪
に
あ

り
ま
す
が
、
知
事
が
大
阪
に
帰
省
し
て
い
た
際
に
、

大
阪
の
本
社
を
知
事
と
共
に
訪
問
し
ま
し
た
。
偶
然

で
す
が
、
そ
の
日
が
、
そ
の
会
社
の
創
立
１
０
０
周

年
に
当
た
り
ま
し
て
、
御
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
宮
城
県
の
水
産
物
を
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

宮城県産地魚市場協会ポスター

水
産
加
工
業
の
販
路
回
復
支
援

Ⅵ
産
業
・
生
業
の
再
生
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庁
に
宮
城
県
の
魚
市
場
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
提
案

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
」

「
私
は
以
前
、
産
地
魚
市
場
の
担
当
を
し
て
い
た
の

で
、
こ
こ
に
光
を
当
て
た
い
と
い
う
思
い
を
ず
っ
と

も
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
の
方
は
見
学
コ
ー
ス
以
外

見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
世
界
が
あ
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
動
画
と
ポ
ス
タ

ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
一
番
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う

の
は
、
市
場
の
人
た
ち
が
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
た
こ

と
で
す
。
今
ま
で
光
が
当
た
ら
な
い
所
、
一
般
の
方

が
知
ら
な
い
世
界
、
そ
れ
が
表
に
出
た
の
で
、
取
材

や
撮
影
に
参
加
し
て
く
れ
た
市
場
の
人
た
ち
が
す
ご

く
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

震
災
で
知
っ
た「
普
通
」の
あ
り
が
た
さ

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
震
災
に
よ
っ
て
事
業
者
さ
ん
が
販
路
を
な
く
す

と
い
う
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
感
じ
た
の
は
、

『
常
に
物
が
動
い
て
売
れ
て
い
る
と
い
う
環
境
が
、

普
通
で
は
な
く
て
、
大
変
感
謝
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
販
路
を
な
く
し
た
事
業
者

さ
ん
へ
の
思
い
を
も
っ
て
、
我
々
が
突
き
進
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
与
え
ら
れ
た
仕
事
だ
と
い

う
思
い
で
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
震
災
最
初
の
年
に

で
き
た
こ
と
が
、
40
年
弱
県
職
員
を
や
っ
て
き
た
中

で
も
、
一
つ
の
大
き
な
思
い
出
で
あ
り
、
経
験
で
あ

り
、
財
産
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

販
売
会
で
情
報
収
集

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
販
売
会
に
は
こ
ま
め
に
足
を
運
ん
で
、
事
業
者
と

話
を
し
て
、
そ
の
中
で
出
て
き
た
『
実
は
こ
う
い
う

こ
と
も
や
り
た
い
ん
だ
よ
ね
』
と
い
う
の
を
覚
え
て

お
い
て
事
業
に
生
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
的
に
、
そ
れ
が
今
で
も
私
の
財
産
に
な
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
」

最
後
ま
で
見
届
け
ら
れ
な
か
っ
た

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
販
路
回
復
の
仕
掛
け
は
い
ろ
い
ろ
し
て
き
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
見
届
け
る
と
い
う
か
、
結
果
を
ま
と

め
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
の
取

組
で
ど
れ
く
ら
い
売
上
げ
が
伸
び
た
か
、
と
い
う
の

は
正
直
聞
き
づ
ら
い
部
分
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や

は
り
県
と
し
て
は
、
取
組
の
成
果
を
求
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
詰
め
が
甘
か
っ
た
と
こ
ろ

は
反
省
点
で
す
」

こ
れ
か
ら
は「
復
興
支
援
な
し
」で
勝
負

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
発
災
後
数
年
間
は
、
復
興
に
関
し
て
か
な
り
追
い

風
が
吹
い
て
い
て
、
や
れ
ば
や
る
だ
け
事
業
者
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
発
災
か
ら
10
年

を
経
て
今
は
完
全
に
立
ち
直
っ
た
と
思
っ
て
い
る
水

産
加
工
業
者
さ
ん
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
首
都
圏

で
は
、
も
う
東
日
本
大
震
災
な
ん
て
古
い
っ
て
思
わ

れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
復
興
支
援
な
し
の

ガ
チ
ン
コ
の
世
界
で
販
路
開
拓
支
援
を
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。
難
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
と

思
い
ま
す
」

自
ら
動
く
こ
と
で
信
用
を
勝
ち
取
る

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
結
果
的
に
事
業
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自

分
た
ち
で
ト
ラ
ッ
ク
に
野
菜
を
詰
め
込
ん
で
、
首
都

圏
で
売
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
、
み
ん

な
で
本
気
で
考
え
ま
し
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
机
に

い
ち
ゃ
駄
目
だ
と
。
そ
う
し
な
い
と
事
業
者
さ
ん
に

も
信
用
し
て
い
た
だ
け
な
い
し
、
信
用
し
て
も
ら
う

に
は
、
自
ら
一
生
懸
命
動
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

〝
継
続
性
〟よ
り〝
自
分
の
考
え
〟で

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
平
時
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
行
政
の
仕
事
な
の
で
、

〝
継
続
性
〟
と
い
う
も
の
が
大
切
な
の
で
す
が
、
今

回
は
自
分
で
考
え
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
し
た
。〝
以
前
か
ら
の
引
継
ぎ
〟
で
は
な

い
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
で
し
た
」

宮
城
県
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が 

販
路
回
復
支
援

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
宮
城
県
に
思
い
入
れ
の
あ
る
方
だ
か
ら
こ
そ
県
産

品
を
買
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
切

り
口
は
食
品
で
し
た
が
、
宮
城
県
に
関
心
を
も
っ
て

く
だ
さ
る
方
を
増
や
す
こ
と
が
購
買
に
つ
な
が
る
の

で
、
い
か
に
宮
城
県
フ
ァ
ン
を
増
や
す
か
を
考
え
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
結
局
、
つ
な

が
り
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
な
、
と
思
い
ま

し
た
。
事
業
者
と
の
つ
な
が
り
も
そ
う
で
す
し
、
販

売
し
て
く
だ
さ
る
方
と
の
つ
な
が
り
も
そ
う
で
す
し
、

つ
な
が
り
を
ふ
だ
ん
か
ら
大
事
に
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
効
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」

〝
宮
城
県
の
も
の
〟は
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、〝
宮
城
県
の
も
の
〟
と
い
う
の
は
、
本
当
に
良

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

事
業
者
さ
ん
と
直
接
会
っ
た
り
、
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
と

接
す
る
中
で
、〝
宮
城
県
の
も
の
〟
っ
て
、
こ
ん
な

に
良
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
な
っ
て
実
感
し
ま
し
た
」

県
食
品
製
造
業
の
底
力
を
感
じ
た

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
県
内
の
産
業
を
比
較
す
る
と
、
食
品
製
造
業
は
、

出
荷
額
、
事
業
所
数
や
従
業
員
数
も
全
部
１
位
な
ん

で
す
よ
。
特
に
沿
岸
部
で
は
そ
の
割
合
が
も
の
す
ご

く
高
く
て
、
こ
の
仕
事
を
す
る
ま
で
は
、
食
品
製
造

業
が
、
地
域
経
済
と
地
域
雇
用
を
支
え
る
大
切
な
産

業
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
こ

の
仕
事
を
や
っ
て
み
て
、
宮
城
県
の
食
品
製
造
業
の

底
力
を
感
じ
ま
し
た
」

「
コ
ト
消
費
」の
大
切
さ

 

食
産
業
振
興
課
職
員

「
商
談
会
で
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
か
ら
『
コ
ト
消
費
』
と

い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。『
モ
ノ
消
費
』
で

は
な
く
て
、
そ
の
商
品
に
物
語
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
。
食
べ
て
お
い
し
い
の
は
必
須

と
し
て
、
震
災
の
経
験
を
経
て
こ
う
な
っ
た
と
か
、

そ
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
商
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
大
切
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

民
民
に
県
が
介
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
民
民
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
こ
ま
で
県
が
首
を
突
っ
込

む
べ
き
な
の
か
は
、
今
も
す
ご
く
難
し
い
話
だ
と
思

い
ま
す
が
、
当
時
の
考
え
方
と
す
れ
ば
、
販
路
回
復

の
た
め
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
い
る
場
合
じ

ゃ
な
い
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
み
ん
な
思
っ
て
い
た
の
で
、

疑
問
を
感
じ
な
か
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
」

ま
ず
旅
費
を
確
保
し
足
で
稼
い
だ

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
う
ち
の
課
が
他
と
違
う
の
は
、
足
で
稼
い
だ
と
い

う
こ
と
で
、
ま
ず
確
保
し
た
の
が
旅
費
な
ん
で
す
。

普
通
あ
り
得
な
い
ん
で
す
が
、
財
政
課
に
相
談
し
て

か
な
り
の
旅
費
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
と
に
か

く
う
ち
で
や
る
し
か
な
い
っ
て
い
う
感
じ
で
動
い
て

い
ま
し
た
」

民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
対
応

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
水
産
業
の
販
路
回
復
支
援
は
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

ス
ピ
ー
ド
感
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
明
日
結
論
を

出
し
て
明
後
日
動
こ
う
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
し
た

か
ら
、
そ
れ
は
功
を
奏
し
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
、

そ
れ
が
県
職
員
と
し
て
正
し
い
や
り
方
な
の
か
と
い

う
部
分
は
、
事
業
を
組
み
立
て
る
上
で
理
論
武
装
が

必
要
で
し
た
か
ら
、
苦
労
し
ま
し
た
」

情
報
の
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク

 

水
産
業
振
興
課
職
員

「
意
識
し
て
い
た
の
は
、
情
報
の
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ

ク
で
す
。
県
が
事
業
者
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
、
よ
く

あ
る
の
は
、
県
が
一
方
的
に
話
を
聞
く
だ
け
。
要
は

情
報
を
も
ら
う
だ
け
。
情
報
は
タ
ダ
じ
ゃ
な
い
で
す

よ
ね
。
情
報
を
も
ら
う
か
ら
に
は
こ
ち
ら
か
ら
も
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
」

参
照

記
録
誌
等

・ 

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
６
か
月
の
災
害
対
応
と
そ
の

検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平
成
24
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災
～
発
災
か
ら一
年
間
の
災
害
対
応
の
記
録
～

（
宮
城
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
総
務
課
・
平
成
25
年
６

月
）

・ 

東
日
本
大
震
災

－

宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証

－（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・

平
成
27
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災　

復
旧
期（
平
成
23
年
度
～
平
成
25
年

度
）の
取
組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復

興
推
進
課
・
平
成
27
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災　

再
生
期
前
半（
平
成
26
・
27
年
度
）の
取

組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復
興
推
進

課
・
平
成
29
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災
～
復
旧
・
復
興
に
係
る
宮
城
県
農
林
水
産

部
の
対
応
記
録
～
第
２
集 

平
成
24
～
27
年
度（
宮
城
県
農

林
水
産
部
・
平
成
29
年
９
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災　

再
生
期
後
半（
平
成
28
・
29
年
度
）の
取

組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復
興
推
進

課
・
平
成
31
年
３
月
）

・ 

宮
城
の
水
産
業（
令
和
３
年
度
版
）（
宮
城
県
水
産
林
政
部

水
産
業
振
興
課
・
令
和
３
年
４
月
）

・ 

宮
城
の
水
産
業（
令
和
４
年
度
版
）（
宮
城
県
水
産
林
政
部

水
産
業
振
興
課
・
令
和
４
年
４
月
）

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

食産業振興課 食産業振興課 食産業振興課

食産業振興課

水産業振興課

食産業振興課

水産業振興課

食産業振興課

水産業振興課

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生


